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研究成果の概要（和文）：本研究では，次のような独創性を持つ教材（レッスン群）を作成した。(１)「聞く」「話す
」「読む」「書く」で独立している。(２)インターネット上で公開され，文法解説や指示が多言語対応になっているの
で独習が可能である。
研究期間の５年間では，教材作成者がコンテンツを入力したり変更したりするための「管理サイト」，および，日本語
学習者が利用する「利用サイト」を開発，試用し，仕様と稼働状況について確認した。それと並行して，日本語レッス
ン完成版を翻訳し，「中国語簡体字」「中国語繁体字」「韓国語」「英語」の各言語版を作成するとともに，日本語教
師が参照するための「日本語」版を作成した。

研究成果の概要（英文）：The authors of this study created the following original online materials (lessons
): (1) Independent 'listening, ' 'speaking, ' 'reading, ' and 'writing' portions; (2) online grammar expla
nations and instructions in multiple languages, enabling learners to learn on their own. Over the course o
f five years, the authors developed, tested, and put into effect a dual site system, comprised of an 'admi
nistrative site' and a 'user site. ' The former is used to house and manage content, while the latter, as 
the name suggests, is geared towards actual learners of Japanese. Concurrently, the authors translated the
 complete Japanese version of the lessons into Simplified Chinese, Traditional Chinese, Korean, and Englis
h. Finally, the authors also created an additional Japanese version to be used as an instructor handbook.
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１．研究開始当初の背景 
	
 科研費基盤研究（Ｂ）「コミュニケーショ
ンのための教育文法に基づく日本語教材作
成のための基礎的研究」（平成 17 年度～20
年度，研究代表者：小林ミナ）によって，「読
む」「書く」「話す」「聞く」の技能ごとに独
立した日本語教材を作成してきた。自分に必
要な技能だけを，現実的な状況設定に即して
学べるようになっており，現実のコミュニケ
ーションにつながる日本語学習が可能であ
る。 
	
 作成した教材を，実際に日本語教育の現場
で試用してもらったところ，多くの学習者が
このような教材を必要としていること，さら
に，手軽に使える形での公開が求められてい
ることがわかった。 
	
 現場からのフィードバックに基づいて改
良を加えた。そして，身につけさせたいコミ
ュニケーション能力に応じ，４技能あわせて
158の学習目的を抽出することができた。 
	
 本研究は，このような成果を踏まえて，さ
らに大量のコンテンツを作成し，インターネ
ット上での公開を目指すものである。 
 
２．研究の目的 
（１）コミュニケーションのための日本語教
材を大量に作成する。 
（２）その教材をインターネットで使える多
言語対応教材として公開する。 
 
３．研究の方法 
	
 	
 
	
 研究目的を達成するために，次のような計
画･方法で進めた。	
 
	
 
【学習目的の抽出】	
 
これまでに作成した 158 種類の教材のひな型
を改良し，ウェブ化に適した形式に確定する。	
 

↓↑	
 
【ウェブシステムの構築】	
 
教材のウェブ化のためのシステムを構築す
る	
 

↓	
 
【大量コンテンツの蓄積】	
 
ひな型，ウェブシステムにあわせて大量のコ
ンテンツを作成，蓄積する。	
 

↓	
 
【教材の試用と改良】	
 
国内外の関係者の協力を得て，教材を試用し
てもらい内容や仕様についてフィードバッ
クを得る。それに基づいて教材を改良する。	
 
	
 
４．研究成果	
 
（１）次のような独創性を持つ教材（レッス
ン群）を作成した。	
 
	
 ●	
 「聞く」「話す」「読む」「書く」で独立

している。	
 
	
 ●	
 インターネット上で公開され，文法解説

や指示が多言語対応になっているので
独習が可能である。	
 

（２）研究期間の５年間では，教材作成者が
コンテンツを入力したり変更したりするた
めの「管理サイト」，および，日本語学習者
が利用する「利用サイト」を開発，試用し，
仕様と稼働状況について確認した。	
 
（３）日本語レッスン完成版を翻訳し，「中
国語簡体字」「中国語繁体字」「韓国語」「英
語」の各言語版を作成するとともに，日本語
教師が参照するための「日本語」版を作成し
た。	
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